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果，先 の 現観の 構造 と 同 じで あ る な らば，最終的 に は 行

の 主体で ある菩薩と，行 の 対象 で あ る法界 とい う種姓が

一体に な る 。 次 の 瞬間以後，主体 で あっ た菩薩 は 仏 とな

り，法界 とい う種姓 は もはや 「種姓」 と名づ け 得な い Q

し かし 「仏」 と名づけ られ る ぺ き主体と法界は 以後に も

一
体 で あると考 えられ る。 H に よっ て 四種に 分け られ る

法身の 一つ で あ る 自性身 は，法 界 を本 体 とす る も の

（dharmadhEtu・rUpa ）で あ る と 説か れ て い るか らで ある

（∠4AAp ．914　11．9一正7）（8）
g

　行 の 最終段階にお い て菩薩 と
一
体に な る 法界すな わ ち

種姓 は ， そ の 時点 にお い て 菩薩と同
一

関 係 に あ る。本

来，所 有関係 に あ っ た 主体 と対象が最後に 同一関係の も

の に変化するとこ ろに AA お よ び H の 「現観」 の 特微

の
一

端 が 見出 され る が，種姓 と い う対 象 に関 し て もそ の

例外 で な い
。
H の 「菩薩は種姓 で あ る」 とい う同格表現

に よる記述は，以上の よ うな構造を持っ た行 の 最終段階

を捉えた もの で あ る と理 解 で き よ う。

　　　　　註

（1 ） AA 自身 が 「現観」 と名づ ける の は 八 段階の うち

の 第五 「頂点 に 達した現観」 （皿 恥 dh亘bhisamaya）の

みで ある が ，
H の 「八 現観」（a 噸 bhisamaya）等の 例

　に ならっ て 全段階を 「現観」 と して 捉 え る こ と と す

　る 。
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　暦記念論集　イ ン ド思想 と仏教』 春 秋社 ，
1973

， pp．

　207−222参照 o

（4） 北川秀則 「Svabhtivaに 対す る
一

考察」『印度学仏

教学研究』 16．2， 1968， pp ．6Y75 参照。

（5）　LN 　158a6−b1； NNG 　 106a4−5； 11aa2−−3 など。

（6＞　拙稿 「ハ リバ ドラ著 『現観荘厳論註』第 IV 章和訳

　 ・解説 （1）」 『SAMBHA ＄A 』 7，1986，　pp．45
−48参照

（7 ） H は 八 段階 よ り成 る現観 の うち第 四，七，八 段 階

　にお い て
“

abhisarpbOdha
”

の 名称を用 い る 。 しか し な

　が らチペ ッ ト訳 で は第四段 階 の そ の 名 称 に対 し て

“
mfion 　par　rdzogs 　par　rtogs 　pa

”
の 訳語が 適 用 され

　て い る が ，

一方 ， 第七 ， 八 段階の そ れ に は
‘Cmfion

　par

　rdzogs 　par　byafi　chub 　pa
”

とい う訳 が用 い られ て い

　る 。 こ の こ とは 「一瞬になされる完全な覚知」が 「法

身」 に た い そ う接近 し たもの であるとチベ ッ ト人が理

解 し て い た可能性 の ある こ と を示 して い る 。 し た が っ

て現観 の 主体が仏の 形象自体に な る瞬間が法身を得る

一
刹那前 で あっ て も，AA の 伝統にお い て は異とする

　に 当た らな い と思われ る 。

（8）　同所 に は他 の 三身が 「勝義におい て 法性 を本体と

す る もの （dharmati ・rapa ）」 で あ る と説 か れ て い る 。

東北大学所蔵河 口慧海 コ レ ク シ ョ ン を整理 して

田　 中　 公　 明

　河 口 慧海は ， 日本が 生ん だ偉大な チ ペ
ッ ト学 の 先駆者

と して ，世界的 に有名で あ る 。 慧海が 二 度に亘 る チベ ッ

ト旅 行 と，そ の 後 の 北京 へ の 旅行 の 途中で 蒐集 した膨大

な コ レク シ ョ ン は ， 彼 の 死後 ， 遺族 の 手に よ り東北大学

へ 寄贈された 。 現在 そ の 内で，文献関係の もの は印度学

仏教史研究室 の ， ま た 美術工 芸関係は東洋日本美術史研

究室 の管理下 に ある 。

　と くに美術関係の コ レ ク シ ョ ン の
一

部 は，チペ ッ ト関

係の 展覧会や美術書で 紹介 され ， 注 目され て い た 。 その

内訳は木彫仏 8 躯 ， 塑像10躯 ， 経板30枚 ， 習字板 6 枚 ，

画像69点 ， 版 画 529枚，碑文 （拓 本 を 含む ）36点，仏具
・

工芸品378点，金銅像26躯，石嫁28躯に及 ん で い る。

　筆者 も，
こ れ らに 関心 を寄せ て い た が ， 展覧会 の カ タ

ロ グや美術書に 掲載された尊名に は ， 疑問に 思わ れ る も

の があ っ た 。 と こ ろ が こ の 度 ， 東北大学文学部東洋日本

美術史研究室に よ り，河 ロ コ レ ク シ ョ ン の 目録が作成さ

れ る こ と と な り，筆者もこ の 作業 に参加す る栄誉を与え

られ た 。

　本稿で は こ の 中か ら，筆者が特 に 興味を覚 えた数点に

つ き，そ の 調査結果を発表する こ とに した 。 詳し くは ，

本年東北大学か ら刊行される 「河 口 慧海請来チペ ッ ト資

料図録」を見 られ た い
。

  （旧）画 25→ （新）河 2−048

　（旧尊名）蓮華手観世音菩薩｛象。

　 こ の タ ン カ は ， 中央に 赤色の 観音を大 き く描き ， 周囲

に ヒ ン ドゥ
ー

の 諸天をU 尊描 い て い る 。 中央 の 観音 の 尊

容は ， ネ パ ール 百 八観音中の 蓮華手観音 の 図豫に類似す

一 17 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association for Tibetan Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　for 　Tibetan 　Studies

る が ， 周 囲 に ヒ ン ド ゥ
ー

の 諸 天 を配す る の は，同 じくネ

パ ール 百八 観音中の 諸天 生 成 観 音 （Sr§tik互nta 　Loke≦v

ara ） の 特徴 で あ る。
『グナ ・カ ーラ ン ダ ヴ ＝ t ・ ハ 』 に よ

る と ， 観音 は 世間出生 （lokodbhava）三昧に 入 っ て
， 右

眼か ら月天，左眼 か ら日天，額か ら大 自在天 ， 肩か ら梵

天，心 臓 か らヴ ィ シ ュ ヌ
， 上 下 の 歯か ら弁才天 ，

口 か ら

風天 ， 腹 か らヴ ァ ル ナ ， 心臓か ら吉祥天 ， 右膝 か らクベ

ーラ，足 か ら地 天を誕 生 させ た とい う。

　本嫁で は ， 観音 の 肢体 の 各部位 か ら瑞雲 が立 ち の ぼ

り， そ の雲 中に諸天 が湧現す る とい う表現が採 られ て い

る 。 同様 の 図嫁は，真鍋俊照 著 「タ ン カ」 P ．219 図版

R −7 （観音 と蓮華） にも見 られ る 。 しか し上 記 の 作品は

損蕩が激 し く剥落が 進 ん で お り，画風も中国
・
チペ ッ ト

化 し て い る の に 対 し，本像 は ネパ ール の 画 風を 忠実 に留

どめ てお り，保存も極 め て 良好な優品 で あ る 。

  （旧）画 2 → （新）河 2−049

　 （旧 尊名）智主 月黒明王 画橡

　本像 は イ ン ド風の ト ーラ ナ （Toraoa ＞中に，四 面八

臂，赤色 の 観音を描き ， 左右 に は白色の ガ ネ ーシ ャ と青

色 の マ ハ ーカーラ を描 い て い る 。 観音は 左脇 に 妃 を伴

う。 上部に は金剛界五 仏 を描き，下部にはナーガ リー文

字の 銘 が あ る が，サ ン ス ク リ ッ ト語 で は ない
。

　絵 画 で は な い が，Urlich　von 　Schroeder の lndo・

Tibetan　Bronxes　3921） に は ， 本豫と全 く同 じ像容 の ブ

ロ ン ズ嫁が SukhEvati　Loke≦vara （極楽浄士 観音） と し

て 紹介 され て い る 。 上 掲書に よ れ ば こ の ブ ロ ン ズ 橡は

AD 　1817年の 在銘作品 で あ る
。

　ま た ネ パ ー
ル 百 八 観音図嫁

2） に は ， 若 干 異な っ た 極楽

浄土観音 の 図像が収 め られ て い る が，こ の 資料 で も極楽

浄土観音 の 身色は 赤色で，左脇に妃 を伴 うと され て い

る 。 した が っ て 本像もネ パ ール にお い て
， 極楽浄土 観音

と して 描 かれ た もの と推定され る 。

  （旧）金銅仏 108→（新）河 1−022

　 （旧尊名）般若仏母像

　本嫁 は，8 臂の 般若仏母 と伝 え られ て い た が ， 8臂の

不空羂索観音 （Amoghap 蕊a）の 鱇で あ る こ とが 判明 し

た 。 イ ン ド・チ ペ ッ トの 不窒羂索観音 の 図像 に つ い て

は，種智院大学 の 頼富本宏教授 の 論考があ るS）
が本像は

1面 8 臂縁 の 系統 に属す る 。 筆者もチ ベ ッ ト旅 行 の お

り， 不 空羂索観音 の 図像 を目に したが ， チ ペ
ッ トの 作例

は私見の 及ぶ 限 りで は皆 ，
3 面 4 臂像で あ っ た 。

　こ れ に 対 して 1 面 8臂艨は ネパ ール に 多 く， 百八 観音

図像集の他 ， ネ パ ール 伝来 の
“A 皿 oghap 誕 ap 盲声vidhi

”

にも1 面 8臂像が説か れ て い る と い う。 本像も慧海が チ

ベ ッ ト旅行 の 際基地 とした，ネ パ ール 製 の 仏豫で あ る 可

能性が高 い
。 な お

‘‘Amoghap 譌ap 司avidhi
”

に つ い て は，

PratEpaditya　P 烈 氏 の 論考があ る と言 うが，残念なが

ら未見 で あ る 。

  （旧）金銅仏 114→ （新〉河 1−024

　本作品 は右手 に 宝珠を持 ち，左手 を 上 げ何物か を持 つ

姿勢の 菩薩像で あ る 。 チ ベ ッ トの 図橡集等に は 対応す る

もの が な く，従来 そ の 尊名が疑問 とされて い たもの の
一

つ で あ っ た。

　左手 の 持物を無憂樹 と し
， 摩耶夫入 の 嫁 とす る意見が

あ っ た が，釈迦 誕 生図の 摩耶夫人 は，右手 を上 げ て無憂

樹 を執 る姿 で あ り，そ の 所 伝 は イ ン ドで確 立 して い る 。

　 こ れ に対 しネパ ール で は，百 八 観 音 の
一つ に如意宝

珠観音 （Cintfirnapi　Loke≦vara ）力羣あ り，右手 に宝 珠，

左 手 に如意樹 （kalpataru）の 枝 を執 る 尊容 で あ る。 ま た

「仏教芸術」 152号 に は ， ネパ ール の ケ シ ャ チ ャ ン ドラ

寺院 旧 蔵 の ，美 しい 如意宝珠観音の タ ン カ が紹 介 され

た
4）

。 本像もま た，慧海が入蔵 の 際，根拠地 とし た ネパ

ール に お い て 入 手され た もの で あろ う。

  （旧）40−C−4b→（新）河 2−129−1，　II

　 （旧尊名）完全総族毘盧遮那仏曼荼羅

　河 ロ コ レク シ ョ ン で は，悪 趣 清 浄普 明曼 荼 羅や 『秘密

集会』 阿閼金剛32尊曼荼羅な ど，異 な っ た 種類 の 曼荼羅

が皆，完全総族毘盧遮那仏曼荼羅 と称 され て お り，筆者

は か ね て か ら，こ の 名称を疑問 と し て い た 。

　と こ ろが今回 の調査 で ， （新）河 2−129−IIの 悪趣清浄

普 明曼茶羅 に チ ベ ッ ト文 字 に よ る
“
Kun 　rig 　rnam 　par

sna 血 mdsad 　kyi　dkyi恥 khor”（普明毘 蘆遮那 曼荼羅）の

書き込 み を，ま た （旧）版 40−C −4b→（新）河 2−127−IIの

『秘密集会』 阿閼金剛32尊曼荼羅 に，慧海 自身と思 わ れ

る筆跡の 「完全総族毘盧遮那仏曼荼羅」 の書き込みを発

見 した 。

　つ ま り慧1毎は
c‘Kun 　 rig

”
（普 明）を，

‘LKun

　rigs
”

（総

族）と誤認 して ，「完全総族毘盧遮那仏曼荼羅」な る名称

を 定 め，さ らに こ れを，誤 っ て 『秘密集会』 阿闕金剛32

尊曼荼羅の 方に記入 した と推定される。

  （旧）版 40−C −19旧う （新）河 2−112−1， H

　（旧尊名）西蔵新派開祖宗喀巴及其法伝燈前後喇嘛

　 こ の木版画は，中央 に大 きく仏塔 を背 に した 十
一面観

音を描 き ， 上部 の 左右 に は 白色 タ
ーラー菩薩とi 無量 寿

仏 （Amit
−
ayus ）5），中心部の 左右 に は阿 閼，宝 生，毘盧

遮那，不空成就 の 四仏，下部 に は護法尊を描 く。
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　十
一

面観音の 後に描 か れ る仏塔に は，ラ ン チ ャ 文字で

『仏頂尊勝陀羅尼』 が記され て い る
。 チベ ッ トで は，『仏

頂尊勝陀羅尼』や そ れ を仏格化 し た仏頂尊勝母 （Usuispv
ijaya）の 描 か れ る仏塔 を，ナ ム ギ ェ ル ・チ ュ

ー
テ ン （rNam

rgyal 　mchod 　rten ）と称して い る 。 こ れ は釈尊が入 滅前

に ， ヴ ァ イ シ ャ
ー

リーで 寿 命を 加 持 した 霊跡を記念 した

もの と伝 え られ
，

入 大霊跡塔
6）

の一つ と され て い る 。

　チ ペ
ッ トで は r仏頂尊勝陀羅尼』 の 信仰が盛 ん で ，そ

れ を仏格化 した 仏頂尊勝母も ，「死魔に打 ち克 つ ナ ム ギ ェ

ル マ 」 と し て有名で あ る 。 ま た こ れ に延命 ・息災 の 白色

ター
ラー菩薩 と，長寿 の 象徴で ある無量寿仏 を 加 えた ，

長寿三 尊 （Tshe　lha　rnam 　gsum）も しば しば描 か れる。

　長寿三 尊の セ ッ トで は，無量寿仏や 白 色 ターラー
菩薩

を中尊と した もの が一般的だ が，本 作品 で は，仏塔 の 形

の 仏頂尊勝を中心 に 置き，他 の 二 尊を 左右 に配す る形式
が採られ て い る 。 異例 と言え よ う。

　また 中央 に十 一
面観音 を描 き，周囲に 阿閖 ， 宝生 ，毘

蘆遮那， 不 空成就 の 四仏を配す る 構成 は，十一面，あ る

い は十一面千手 を本尊 とす る，大悲観 音 曼荼羅 に見 られ

る
7）

。

　本作品は ， 長寿三 尊と大悲観音曼荼羅とい う，
二 種 の

異なっ たモ チ ー
フ を

一
つ の 画 面 に 収め て お り， 特色ある

もの と言 え る 。

  （旧）版 40−C −−27−・ （新）河 2−098−1
，
II

　チ ペ
ッ トに は正式の曼奈羅の タ ン カ の 他，曼荼羅を構

成する諸尊を ，
タ ン カ や壁画 の画面に 展 開 して 描い た作

品 がある
。

ヘ ーヴ ァ ジ ュ ラ （Hevajra）9尊曼荼羅
8）

， サ

ン ヴ ァ ラ（Sa甲 vara ）62尊曼釜羅
9》，金剛界53尊曼荼羅

le｝

，

パ ン チ ャ ダー
カ （Pa 齔 a 面ka）5尊11）

などの 作例が ， 従

来知 られ て い たが，本作品は薬師51尊曼荼羅 の諸尊を，
鳥瞰図的 に 展開 して示 したもの で あ る

。

　チベ ッ トの 薬師曼荼羅に つ い て は ， 既 に 別 稿で 論 じ

た
12）

の で詳説 し ない が，七仏薬師，釈迦 ，般若仏母，16

菩薩 ， 十方天，十二 神将 ， 四天王 の 51尊か ら構成 され て

い る 。 ま た ，本 コ レ ク シ ョ ン （旧）版40rc −7a→（新）版 ・

河 2−131−1，II は，中心 に三 昧耶形 を描 く様式 の 薬師曼

荼羅 の 遣品 で あ る
。

　これ に対し て （新）河 2−098−1，　II で は，中心 に 薬師如

来 を大き く描 き
， 最上 段 に は薬師曼茶羅 の 第 2 重を構成

する釈迦如来 と七仏薬師中 の 他の 六 仏，第 二 段 に は薬師

曼荼羅 の 第 3重 を構成す る16菩薩 ， 下段 に は ， 薬師曼荼

羅の 第4 重を構成する十方天 ， 十 二神将，四天王を配置

し て い る 。 ま た 全体 の 様式は イ ン ド風 とい うよ り ， む し

が 中国絵画 の影響が強い
。

　チペ ッ トで は ， 図様を
一

定に 保 つ ため，タ ン カ の 下絵

に木版画が使用 され る こ とがある と言 う。 代表的な もの

と し て は，タ シ ル ン ポ寺 （bkra　Sis　lhufi　po ）が版木を所

蔵す る パ ン チ ェ ン ・ラ マ の セ ッ トがある
13）、チ ペ ッ ト文

化圏 の どの 寺 院 を訪 れ て も，
パ ン チ ェ ン ・ラ マ の タ ン カ

が ， 驚くほ ど よ く似 て い るの は，こ の た め で あ る 。

　チベ ッ ト仏教で は ，燮荼羅 の 諸 尊 を 展 開 して 示 す絵画

様式 が 普及 し，薬師信仰 も浸透 して い た こ とか ら考 え，

本作品も薬師如来の タ ン カ の 下絵と して ，開版された も

の と推定 で き る 。

  （旧）版 4（FC −38〜39→（新）河 2−056 〜 057

　 （旧尊名）総得曼荼羅

　 チベ
ッ ト仏教古派 の ニ ン マ 派 に は ， シ ト （Shi　khro＞

と称せ られ る一
連 の 尊格群があ る。 シ トに つ い て は，既

に 別稿 で 論 じた が，そ の 起源 は古 く敦煌文献 に ま で さか

の ぼ りうる
14）

。 本 コ レク シ ョ ン 巾 に も ， 寂静40尊 禹 （旧）

画38−IV−’2→ （新）河 2−008 （旧 尊名）報 身金剛仏陀 の 1象
と忿怒60尊＝（IB）画38−IV−4→ （新）河 2−009（旧尊名）忿

怒明王 明妃曼荼羅の タ ン カ が含まれ て い る。

　な お シ トの 尊数に つ い て は
， 寂静尊 の 尊数を42

， 忿怒

尊の 尊数を58とす る者が多 い
15）

。 これ は 本来の 寂静40尊
に，本初仏法身普 賢 父 母 仏 を加 え て 42と し，残 りの 58尊

を忿怒尊 とす る もの で ある 。 し か し ニ ン マ 派 の 教 学 で

は ， 法身普賢 は寂静 ・忿怒百 尊 の 総体を象徴す る もの と

され るか ら，こ の 説 は 理 に 合わ な い
。

　ま た 忿怒尊 の 内訳 は ，
6 部 ヘ ール カ ， ガ ウ リー等 の 8

尊，8人 の 動物 の 頭 を持 つ ダーキ ニ
ー，4 人 の 門衛 の ダ

ーキ ニ ー
，
28尊の ワ ン チ ュク マ （dbafi　phyug 　ma ）で あ

るか ら， 父 母 仏を 1尊 と数 え れば54尊，父母仏を 2尊 と

数えれば60尊 とな り，い ずれ に し て も58尊 と は数え られ

な い
。

　さ らに前述 の 敦煌出土チペ ッ ト語 シ ト文献や，近代ニ

ン マ 派 の 学僧が著 し た シ ト文献を 調査して も，シ ト本来

の尊数 は 42尊 と， 58尊に は な らな い 。 した が っ て 本稿で

は ， 異例なが らシ トの 尊数を寂静40尊 と忿怒60尊 と し て

い る 。

　さ らに本 コ レク シ ョ ン 中の （旧）40−C −38と39は，紙 の

上 に 円 を描き，そ の 中に寂静 ・
忿怒百尊 の 尊名を ， チベ

ッ ト文字で 記入 し て い る 。 おそらく寂静 ・忿怒百尊 の タ

ン カ を製作す る際，配置見取図 と して使用 され た も の で

あろ う。 上 述の彩色 タ ン カ と の 関連 が注 目され る が，残

念なが ら細部 の 配置が一致 し ない 。

　ま た忿怒尊 の 中 に，通常は 含まれな い ペ マ ・ガ ル ワ ン

（Pad　ma 　gar　dbafi＝P　adTmanarteSvara ）
コ6） を一際大き く
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描 くよ う指定 し て い る の が注 目され る 。 こ の よ うに シ ト

で は ， 阿闍梨 の意楽に よ り， 若干 の 尊格が任意に付け 加

え られるこ とがある。 シ トの 尊数 に つ い て の 学説 の 混乱

もこ の よ うな 事情に 因 る の で あ ろ う。い ずれ に し て も興

味深 い 資料 で ある 。

  （旧）版42XXXX −21→（新）河 2−132−−1，．II

　 （旧尊名）万年擁護吉慶輪符

　本 コ レ ク シ ョ ンに は，タ ン カや 彫 像，木 版 画 な ど の

他 ， 護符と して 使用 された版画類が多量 に 含 ま れ て い

る 。 文殊 ・観音 ・金剛手 の 謂ゆる リグス ム ゴ ンポ （Rigs

gsum 　mgon 　po）や不動尊 の 真言 （慈救呪）を書い た もの

も有 る
。 チベ ッ トで は 一一般に，不 動尊 （Mi　gYo 　 mgon

po） の 地 位 が 低い と言 わ れ て い た が
17｝，民間信仰の 次 元

で は，根強 い 不 動僑仰が存在 した の で あろ うか 。

　ま た 仏教の 真言 と誤 っ て ，ビシ ミ ッ ラ （ア ラー
の 御名

に お い て ） とい う，
イ ス ラ ム の 祈 りの 文句 を書 い た もの

も見 られた。 イス ラム 教徒 で あ る カ チ ェ か ら伝承 され た

もの で あろ うか 。チ ベ ッ ト人の 民間信仰 を知 る 上 の ，貴

重な資料で あろ う。

　本稿 で と りあげ る （新）河 2−132−1，II，中央に剣を描 く

形 の 護符 で ， 下部 に は銘 が 彫 り込 ま れ て い る 。 銘文に

は ， サ キ ャ 派 の 高僧サ キ ャ
・パ ン デ ィ タが火災避けの た

め 考案した とあ り，サ ム イ ェ
ー （bSam　yas）で 開版 され

て い る とい う。

　 チ ベ ヅ トで は，こ の 図案は 聖僧図 （sdom 　brtson　dam

pa）と呼 ば れ有名 で ある 。 こ の 図案に つ い て は，チ ョ ゲ

イ ・テ ィ チ ェ ン，トゥ プ テ ン ・レク シ ェ
ー・ギ ャ ム ツ ォ

鹽 （Thub 　bstan　Iegs　b≦ad 　rgya 　mtsho ）の Cate　way 　to

the 　 TemPlei8 ），　B ．　C ，　Olschak女史の Mystic 　Art 　of

Ancient　Tibet19〕，　 Jackson夫妻の Tibetan　Thangkd

Painting20］，中国 ・民族 出版社 の 『蔵漢大辞典』
21 ） な ど

に 説明が見 られるが ， 諸氏の 解釈には相異が見られ
一致

しな い 。 そ こ で こ の 図案の 解釈 に つ い て は，
』
後 日別稿を

期す こ とに した い 。

　 筆者は1985年 8月 にサ ム イ ェ
ー
寺を訪れ た Q 寺院 は 文

化大革命の 際磯壊 され，中央 の 大殿 の みが 残 存 し て い

た 。 壁画も剥落して い たが ， そ の 中で大殿正門入 口 の 紋

章の み が，色鮮や か に修復され て い た の が 目に つ い た。

寺紋で あろ うと思 い 写真撮 影 した が，こ れ が そ の サ ム イ

ェ
ー

の 防火護符 で あるこ とが判明 した。 文革以後
一

早 く

復興 され た こ とか ら見 て も， 寺 に と っ て は よ ほ ど重要な

護符なの で あろ う。

　 なお学会発表 の お り，本 護符 に つ い て ， イギ リ ス の ジ

ャ ク ソ ン氏か ら，教示を受けた 。 記し て感謝した い 。

　以 上 ，膨大な河 ロ コ レ ク シ ョ ン の 中か ら，筆者が 興味

を覚 え た 9点 に つ き，調査 の 概要を記 して み た 。 河 ロ コ

レ ク シ ョ ン は，慧海没後に，遺族 の 手 で寄 贈 さ れ た た

め，一々 の 内容や来歴が不 明 の 物が多 い。今後は 本稿で

試み た よ うな図像学的研究 の 他に，慧海の 遣した膨大な

チ ベ ッ ト旅行記な どを参照する，総合的調 査 の 必 要性が

ある よ うに思 う。

　今回 の 調査 につ い て は ， 東京大学文学部附属文化交流

研 究 施 設 の 青柳 正 規 助教 授，東北大学文学部東洋 日本美

術史研究室 の 上原昭
一

教授．小川裕充助教授， 内山淳一

助手他，東北大学文学部印度学仏教史研究室 の 磯田熈文

助教授，奥山直司助手他 の お 世話 に な っ た 。 ま た ， ネパ

ー
ル 関係 の もの に つ い て は ， 仏教資料文庫の 高岡秀暢氏

と
12｝，日本放送出版協会の 田 口 汎氏

23 ）
の 研究を参照 させ

て い た だ い た 。 記し て感謝の 意を表 した い 。
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